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分解度試験報告書

（試料慮K－552）
ジメチルテレフタレート

GloHlo　O4　　　分子量＝　1942
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同　　　定　　赤外分光光度計（付図一5参照）

性　　　状　　外観：白色針状晶　　沸点（C）二288

　　　　　　融点（℃）：141～142　比重：1・065

　　　　　　　　　　　（理化学大辞典による）

　　　　　　純劇％）溺以上（■■齢級醸観）

　　　　　　溶解性　対水一10O　ppm以下
　　　　　　　　　　　クロロホルム量メタノールー易溶

試験期間　　昭和55年9月1日～昭和55年io月51日

試験方法及び条件
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本1　試験条件

　〔a）　生分解試験条件

　　ω微生物源：標準活性汚泥（5Cp叫）一

　　②　供試物質濃度：100p卿

　一③試験期間二（44）日間

　（b）試験装置

　　　南鎖系酸素消費量測定装置　標準型

　（c）試料の採取

　　　供試物質は固体のため天秤で50㎎精押し・各培養ビンに添加

　　　した。

　（d）BOD測定装置へのセフト状況
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水　系一物質はとけずに残っていた

汚泥系一汚泥が増殖していた。

五2　直接定量分析

　（a）使用分析磁器及び条件

　高速液体クロマトグラフ

　　　型　　　式　　OBG組立
　　　カ　ラ　ム　　ステンレス　8mmφx〔Llm

　　　固定相　ラジアルバックG18
　　　溶離液　ノタノ一物／水（7〔ン50）＋α1多酢酸

　　　波　　　長　　254・m

　　　検　出　器　　UV
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